
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

[04_03]九州大学大型計算機センター広報 : 4(3)

https://doi.org/10.15017/1467976

出版情報：九州大学大型計算機センター広報. 4 (3), pp.1-54, 1971-06-26. 九州大学大型計算機セン
ター
バージョン：
権利関係：



ジ ョ ブ 制 御 マ ク ロ ー・覧

1.ジ ョブ の 始 め を示 す た め の 制 御 文

NO

機 能:(1)ジ ョブの 開 始 の 指 示

(2)こ れ 以 後 の カー ドがEL型 で 穿 孔 され て い る こ と を示 す 。

パ ラ メー タの 意 味

〈'受付番号 〉 セ ン ター と利 用 者 間 の 連 絡 の際 、 ジ ョブ の 識 別 番 号 に な ります 。

〔6桁 の 数 字 〕

ヒの カー ドは 計 算 依 頼カー ドに な っ て お り受 付 で利 用者 が 入れ ます。

2.ジ ョブ の性 質 を示 す た め の 制 御文

QJOB

123456

機 能:ジ ョブ の性 格 を決 め ます。

パ ラ メー タ:

くジ ョブ 種 別>X、A、B、C、Dの い ず れ か を 記 入 し ます 。

〈使 用 言 語 〉 主要 な使 用語 を記 入 して くだ さ い。

〈課 題 番 り・〉

〈登 録 名 〉

課題登録申請書に記入されるように書かねばな りません。



パ ラ メ ー タ

TIME=mm.ss

LP=n

LPL=・n

CP=n

CORE;nK

CONDITION

;(下 限 ,上 限 〉

記 入 し た と き(注 王)

この ジ ョ ブの 打 切 り時 間 をmm分ss

秒 とす る。

0<mm≦32で これ を越 え る と

Dジ ョブ に な りま す。

この ジ ョ ブの 印 棚 枚 数 を 轟ぺ ～ ジ で

打切 る。

e<n≦6ooで これ を越 え る と

Dジ ョブ に な り ます。

こ の ジ ョ ブ の印 刷 行 数 をn行 で打 切

る。

0<n〈3o,0o0で これ を越

え る とDジ ョブ に な ります 。(注2>

こ の ジ ョ ブ 出 力 力～ ド枚 数 を 難枚 で

打 切 る。

o≦R≦5,oooで これ を越 え

る とDジョブ に な ります 。

この ジ ョブ の コア使 用 量 の最 大 値

(実 行 時)を 指 定 す る。 この指 定 に

よ り、 そ の ジ ョ ブ種 別 の制 限

(別 表 参 照)ま でCPU時間 を延 長

で き る。(注3)

o≦ 下 限 く上 限 ≦511

下 限 、 上 限 を上 の 条 件 をみ たす3桁

の 数 字 で指 定 す る。

下 限 ≦ 完 了 つ一 ド≦上 限

と な る ジ 灘 ブ ス テ ップ が あれ ば ジ 欝

ブ は そ の ス テ ップ まで で 終 る。

省 略 し た と き

各ジョブ 別に与 えられる最大値は

Xの と き

Aの と き

Bの と き

Cの と き

:3o秒

:1分

:8分

:32分

各 ジ 露 ブ 別 に 与 え ら れ る最 大 値 は

X:30ペ ー一ジ

A:5oペ ー一ジ

B:120ペ ー ジ

C:6ooぺ ～ ジ

各ジョブ 別に与えられ る最大値は

X:1

A:2

B:6

C:30

5oo

5o0

oo0ooo

各ジョブ 別に与えられる最大値は

X=

Al

B:1

C:5

o枚ooooooo

64KWと な る

CONDITIoN=(47o,511)



(注1)こ の 指 定 が 各 ジ ョブ 種 別 の制 限 を越 え た場 合 に は 、 そ の 種 別 で許 され る最 大 値 で 自

動 的 に お きか え る。

例)$QJOB…,A,LP=100LP=50に お きか え られ る

(注2)LP,LPLの ど ち らか 先 に 打 ち切 りに達 した方 で 出 力 が 打 切 られ る。

(注3)コ ア 使 用 量 と、CPU時 間 は 本 広 報52ペ ー ジ表1を 見 て くだ さい。

3.翻 訳 の ため の ジ ョブ制 御 マ クロ

①FORTRAN

1 23456789

$

∠x/＼
filj澤3

FORTRAN

オ ペ ラ ン ド

〔GO〕 〔,NOLIST〕 〔,MAP〕 〔,NOOPT〕 〔,LMAP〕 〔,SEQ〕

〔,MACROSTEP=n〕 〔,COMPUNITrmn)

〔,ELMNAME=(メ ンバ 名,…)〕〔,OUTPUT=REMOTE〕

機 能:こ の 制 御 マ クmの 後 に続 くFORTRANの プ ロ グ ラム を コ ンパ イ ルす る。

パ ラ メー タの 説 明:

パ ラ メー タ

GO
C1)

NOLIST

MAP

記 入 し た と き

コ ンパ イ ル の 完 了 コー ドが470

末 満 の もの に つ い て 、 コ ンパ イ ラ

自身 がLIEDを 呼 び 出 して 処 理

を させ る。 こ の 後 の 制 御 文 は 必 ず

$GOで な い と いけ な い。

ソー ス プ ロ グ ラム の リス トを出 さ

な い 。

コ ンパ イ ル エ ラー メ ッセ ー ジの み

出 す 。GOを 指 定 した 時 に はLI

EDの リ ス トも と ら な い。 エ ラー

メ ッセ ー ジ の み 出 す 。

コ ンパ イ ル 時 の 定 数 、変 数 等 の マ

ップ 圃(番地 翻 り付 け)を 出 す 。

省 略 し た と き

コ ンパ イ ル の み す る。

ソー ス プ ロ グ ラム の リス トとエ ラ

ー メ ッセ ー ジ を出 す 。

GOを 指 定 した 時 に はLIEDの

リス トの エ ラー メ ッセ ー ジ も 出す。

マ ッ プ を 出 さ な い。



パ ラ メー タ

NOOPT

OPT1

LMAP

SEQ

MACROSTEP

=嚢

COMPUNIT

--n

C4)

ELMNAME

(メ ンバ 名"…)

OUTPUT

=REMOTE

記 入 し た と き 省 略 し た と き
'

C2)

optimizeし な い コ ンパ イ ル をす る。

配 列 の みoptimizeし た コ ンパ イル

をす る。

optimizeし た コ ンパ イ ル をす る。

GOを 指定 した時にLIEDの コ

アマ ップ(実 行時の番地割 り付け)

を患す。

GOを 指 定 した時 にLIEDの コ

ア マ ップ を出 さ な い。

ソー ス プ ロ グ ラム の カー ドシ ー ク

エ ン ス(第73～80桁 〉をチ ェ ッ クす

る。エ ラー が あ れ ば*を 打 ち 出 す。

カ ー ドシ ー クエ ン ス の チ ェ ッ ク を

し な い 。

$FORTRANを 複数個1続けて挿

入する時に異なった番号(数 字3

けたまで)を 与える。

番 号 は な に もつ か な い,、

incoreで 同 時 に コ ンパ イ ルす る

プ ロ グ ラム 単 位 の 個 数 をnと す る。

R=5

磁 テープや大記憶にLIBEで

作 成 した ソー ス プ ロ グ ラム フ ァ イ

ル の 申 か ら指 定 した メ ンバ の み コ

ンパ イル す る。

フ ァ イ ル の 全 メ ンバ を コ ンパ イ ル

す る。

コ ン パ イル 時 の シ ステ ム 出 力装 置

が 端 末 とな る。

セ ン タ の ラ イ ン プ リ ン タ と な る,,



(1)FORTRANで コン パ イル した もの を結 合 、実 行 させ る の に3つ の 方 法 が あ る。

1.LIEDで 結 合 で き るRBはFORTRAN基 本 外 部 関 数 の み(注1)

(詳 し くはGOマ クロ参 照)

$NO

$QJOB

$FORTRANGO$FORTRAN

[==≡ コ …
$GO$GO=
$JENDの 指 定 は で きな い 。

2.LIEDで 結 合 で き るRBは 、 基 本 外 部 関 数 、SSL、 セ ン ター が 登 録 したRB

$NO.

$QJOB

$FORTRAN

[=]
$LIEDRUN

デ ー タ

$JEND

3。LIEDで 結 合 で きるRBは2の 他 に 利 用 者 の 奪 用 フ ァ イ ル のRB

$NO

$Q」OBLIDEの 項 を参 照 して くだ さ い
.

$FORTRAN

=]酬1・2・3の 内1でやれるジ・ブは1で
$LIEDや っ た 方 が 負 担 金 も安 くな り・ 返却 も早 くな

LIED制 御 文 る。

$フ ァ イ ル定 義 マ クロ

$RUN

デ ー タ

$JEND



C2)optimizeの 功 罪

利 点 欠 点

1.実 行 速度 が 速 い の で 、3ン パ イル 時 間1.コ ンパ イ ル の 速 度 が遅 い 。

に 比 して 実行 時 間 の 長 い ジ ョブRB、E2.コ ンパ イ ル の 時 、 ワ ー クエ リア を よ

Bで 実 行 す る ジ ョブ はoptimizeし た 方 け い に とる(注2)

が い い。3.デ バ ッ グ文 が 使 え な い。

4.エ ラーtpm所 と1.S.N.の 対 応 が

と才しな い。

(注2)・CPU時 間 の 長短 か ら考 え た場 合 澱 ンパ イ ル ー結 合 一 実 行 の ジ ョブ で は 、 このtotal

のCPU時 間 が 短 い方 を選 ぶ べ きで あ る。

・カー ド枚 数 が 多 い プ ロ グ ラム はCOMPUNIT:1で ・や っ た 方 が よ い
。

・コ ンパ イ ル 時 に ワー クエ リア が とれ ない とい う メ ッセ ー ジ が 出 た と きは
、す み や か

に 相 談 員 に 申 し出 て くだ さい 。

C3)MACROSTEP=n

$NO

$QJOB

$FORTRAN

$FORTRANMACROSTEP=1

$FORTRANMACROSTEP謹n-1

$FORTRANGO,MACROSTEP=・-nor$FORTRAN

MACROSTEPI=n

$GO$LIEDRUN

C4)共 用 ボ リュー ム上 の ソー ス フ ァ イル か ら コ ンパ イ ルす る場 合

$FORTRANGO,ELMNAME:(A,B,C)A,B,Cと い う メ ンバ の み

$FDFORTRAN(MACROSTEPの 幻 一SOURCE,FILE・ ・一・(…)

$GO

C5)NOLIST,MAP,SEQ

こ れ らの 指 定 はOPTION文 で もで きる。(詳 し くはFoRTRAN解 説 編H参 照)



②ALGOL

鰯ViUV 1

$

命 令

ALGOL

オ ぺ ラ ン ド

〔NOLIST〕 〔,HTYPE〕 〔,SEQ〕 〔,MACROSTEP=R〕

〔,ELMNAME=(メ ンバ 名,…)〕 〔,OUTPUT=REMOTE〕

機 能:こ の制 御マクロ の 後 に 続 くALGOLの プ ロ グ ラ ム を コ ンパ イ ルす る。

パ ラ メー タの 説 明

パ ラ メ ー タ

C1)

NOLIST

HTYPE

C1)

SEQ

MACROSTEP

驚 麹

C3)

ELMNAME

鷲(メ ン バ 名,…)

OUTPUT

=REMOTE

記 入 し た と き

ソー ス プ ロ グ ラム の リス トを 出 さ

な い 。エ ラー メ ッセ ー ジ の み 出 す 。

ALGOLソ ー スプ ロ グ ラム が0

26コ ー ド系 で 記 述 され て い る。

ソー スプ ロ グラム の カー ドシー クエ

ン ス(第73桁 ～80桁)を チ ェックす る

$ALGOLを1ジ ョブ で 複 数 櫃

使 用 す る時 異 な っ た番 りの(3桁 ま

で)を 与・え る。

磁 気 テー プや 大 記 憶 にLIBEで

作 成 し た ソー スプ ロ グラ ム フ ァ イ

ル の 中 か ら指 定 した メンバ の み コ

ンパ イ ルす る。

コン パ イル 時 の シ ステ ム 出 力装 羅

が 端 末 と な る、,

省 略 し た と き

ソー スプ ロ グ ラ ム の リス トもエ ラ

ー メ ッセ ー ジ も出 さ な い
。

C2)

029コ ー ド系 で 記 述 さ れ て い る。

カ ー ドシ ー ク エ ン ス を チ ェ ッ ク し

な い 。

番 号は な に もつ か な い。

フ ァ イ ル の 全 メ ンバ を コ ンパ イ ル

す る。

セ ン タの ラ イ ンプ リン タ とな る。



C1)こ の パ ラ メー タの変 更 は 制 御 デ ー タ(F230-60ALGOLプロ グラ ミン グ解 説

編 「制 御 デ ー タ1の 項 参 照)

C2)F230-60ALGOLプ ロ グラ ミン グ解 説 編 「基 本事項 の区 切 り記 号の 項 を 参

照 して くだ さ い。

C3)共 用 ボ リュー ム上 の ソー ス フ ァ イル か ら コ ンパ イ ル す る場 合

FD文 の 混 ぜ 合 わせ に よ り

$ALGOLELMNAME=:(A,B)ELMNAMEの 指 定 を しな け れ ば 全 メ ンバ

$FDALGOLn-SOURCE,FILE=(…)を コ ンパ イル す る。

↑
MACROSTEPのn

③FASP

1 2345 6

$

命 令

FA/SP

オ ぺ ラ ン ド

(LIST〕 〔,DEBUG〕 〔,NOSEQ〕 〔,MACROSTEP=一 ・R〕

〔,ELMNAME=(メ ン バ 名,…)〕 〔,OUTPUT'=REMOTE〕

機 能:こ の 制 御 マ ク ロの 後 に続 くFASPソ ー スカ ー ドをア セ ン ブ ル す る。

パ ラ メー タの 説 明:

パ ラ メー タ

LIST

DEBUG

NOSEQ

記 入 し た と き

FASPソ ー スプ ロ グラ ム の リス

トとエ ラー メッ セ ー ジ を出 す 。

ソー ス プ ロ グ ラム で 第1桁 が/(

ス ラ ン ト)の もの も 含め て ア セ ン

ブ ル し、相 対 形 式 プ ロ グ ラ ム とそ

の 中 で使 用 され た 番地 記 サの 記 号

テ ー ブ ル を作 成 す る、,

ソー ス プ ロ グ ラ ム の カー ドシ ー ク

エ ン ス(第73～8o桁)を チ ェ ッ ク

しな い。

省 略 し た と き

エ ラ ー メ ッ セ ー ジ の み 川 す 、,

第1桁 が/の もの は 無 視 して ア セ

ン ブ ル し、 柑 対 形 式 プ ロ グラ ム 本

体 だ け を作 成 す る,,

カ ー ド シ ー ク エ ン ス を チ ェ ッ ク を

す る。



パ ラ メー タ

MACROSTEP

=n

C1)

ELMNAME

=(メ ン バ 名
,…)

OUTPUT

=REMOTE

記 入 し た と き

$FASPを1ジ ョブ で 複 数 個 使

用 す る時 異 な った 番 号(3桁 ま で)

を 与 え る。

磁 気 テ ー プや 大 記 憶 にLIBEで

作 成 した ソー スプ ロ グラ ム フ ァ イ

ル の 中 か ら指 定 した メ ンバ の み ア

セ ン ブ ル す る。

アセンブル時のシステム出力装置

が端末となる。

省 略 し た と き

番 号 は な に もつ か な い。

フ ァ イル の 全 メ ンバ を ア セ ンブ ル

す る。

セ ン タの ラ イ ン プ リン タ とな る。

C1)フ ァ イル か ら ア セ ン ブ ルす る場 合

$FASPELMNAME・=(X,Y)全 メ ンバ の 時 に は 指'定 して は い け な い。

$FDFASP〔MACROSTEPで 指 定 したn〕-SOURCE,FILE=()

$LIEDRUN

C2)FORTRANと の 結 合

$GO使 用 の 場 合$LIEDRUNの 場 合

$FASP$FORTRAN$FASP

$FORTRANGO$FASP$FORTRAN

$oQ 、$LIEDRuN$LIEDRuN

'4
.結 合編 集 の ため の ジ ョブ制 御 マ クロ

LIED

1 2345 6

$

/瓦/＼
PIJIJ

LIED

オ ペ ラ ン ド

〔NOLIST〕 〔,LMAP〕 〔,MACROSTEP=n〕

〔,OUTPUT=REMOTE〕

機 能:LIED(結 合 編 集 プ ロ グラ ム)の 制 御 文 を この マ ク ロの 後 に書 くこ と に よ り、 さ ま

ざ ま な相 対 形 式 プ ロ グ ラム を ま とめ て 、 実行 形 式 プ ロ グ ラム を作 成 す る こ とが で き る。

(割 目フ ァ イル のRBを 組 み 込 む 利 用 者 は必 ず 使 用 しな い とい け な い。)



パ ラ メー タの 説 明

パ ラ メー タ

NOLIST

LMAP

MACROSTEP

=瓢簸

OUTPUT

認R鷺MOTE

記 入 し た と き

LIEDの リス トとエ ラー メ ッセ

ー ジ を出 さ な い。

作成 された実行形式プログラムの

コマアップ(主 記憶上での番地割

り付け)を 出す。

SLIEDを1ジ ョブで複数個使

用す る時異なった番号(3桁 以内)

を与える。

LIED時 のシステム出力装 置が

端末 となる。

省 略 し た と き

リ ス トとエ ラ ー メ ッセ ー ジ を醸 す 。

コマ ア ッ プ を 出 さ な い。

番 号 を与 え な い。

セ ン タの ラ イ ンプ リ ン タ と な る。

C1)LIEDの 制御 文 に 関 して 詳 し くはF23o-60LIED文 法 編 を参 照 して く

だ さ い。 共 用 ボ リー ム の ㌧享用 フ ァ イル(フ ァ イル 定 義 名PRIVLIB,フ ァ イ ルQU,

RB.ooo1o)を 組 み 込 む 例

$LIEDLMAP

君三1>～i{2)

NAMEEXQTPRGM,ENTRY・ELM(PRG。MAIN)

〔DOMAINOVLY〕 注3)

CALLSYSLIB注4)

SGMTSEGl

SELECTRELBIN,PRIVLIB(ELMA)注5)

FIN

$DAFILEFDNAME=PRIVLIB,FILENAMEwwQU.RB.ooo10注6)

$RUN

注1)$RUNのEBNAMEと い うパ ラ メ ー タで 与 え る もの は 実 行 形 式 プ ロ グ ラム 名 を

示 す 。 省 略 す る とEXQTPRGMと して い る($RUN参 照)の でEXQTPR

GMと し なけ れ ば な りませ ん。



注2)実 行 開 始 プ ロ グラ ム 名 を記 入 し ます 。

FORTRAN,ALGOLの 主 プ ロ グ ラム か ら 開 始 す る時 に はPRG.MAINと し なけ れ

ば な り ませ ん 。

注3)オ ー バ レ イ構 造 の場 合 詐 き ます 。

注4)FORTRANラ イ ブ ラ リをCALLす る時 、 そ の 他 必 要 に 応 じてCALLす る フ ァ イ

ル とフ ァ イ ル定 義 名は 下 表 の 通 り(セ ン ター 共 用 フ ァ イ ル)

フ ァ イ ル

FORTRANラ イブ ラ リ

ALGOLラ イブ ラ リ

FORTRANSSL

ALGOLSSL

セ ン ター に登 録 し た ラ イブ ラ リ

セ ン タ ー の ラ イ ブ ラ リ

ファイル定義名

SYSLIB

SYSLIBl

F.SSLIB

A.SSLIB

P。LIB

Q.LIB

Q.LIBに はPTRの ラ イ ブ ラ リ,QDLIST等 が 入 っ て い ます 。

例)FeRTRANラ イ ブ ラ リ、FORTRAN.SSLの あ る エ レ メ ン トを組 み 込 み た い 場 合 。

CALLSYSLIB,F.SSLIBと す る と 自動 的 に 組 み 込 まれ ます 。

FIN

注5)RELBINフ ァ イ ルは こ の ジ ョブ ス テ ップ 以 前 にFORTRANコ ンパ イ ラで 作

られ たRB(相 対 形 式)プログラム)が 入 っ て い ます 。

LIEDはRELBINフ ァ イル よ り必 ず 組 み 込 み を始 め る の で 、必 ず指 定 し なけ

れ ば な りませ ん,,従 っ て 馬ミ用 フ ァ イ ル に 登 録 したRBの み でLIEDを 使 用 す る に

は

$LIED帆ACHOSTEPのn

$FDLIEDft-RELBIN,FILE;()と し て 專 用 フ ァ イ ル を定

一 義 し なけ れ ば な りませ ん。

LIED制 御 文

$RUN



SELECT文,DELETE文

(1>SELECTfdmamefdnarneで 示 され る フ ァ イ ル の 全RBが 組 み 込 ま れ ます。

〈2)SELECTfdRarne(エ レ メ ン ト,・・ 指 定 した エ レ メ ン トが 組 み 込 ま れ ます 。

(3>SELECTfdname
fdnameで 示 され る フ ァ イル のRB組 み 込 み を 取 りや め る。

DELETEfdname

(4)SELECTfdnamefdnameで'示 され る フ ァ イ ル の 中 で 指 定 し

DELETEfdname(エ レ メ ン トt・・)たエ レ メ ン トを除 くRBが 組 み 込 まれ る、,

注6)LIEDの 制 御 文 で 示 したfdnameは 例 の よ うに 必 ずマクロ でfdnameとfilenameを

指 定 す る必 要 が あ ります 。

5.実 行 の ため のジョブ 制 御 マ クロ

①GO

1 23 4

S

命 令

GO

オ べ ラ ン ド

(HBNAM氾 瓢 実 行 形式プログラム 名)〔,STARTPROGR

AM=実 行 開 始 プ ロ グラ ム 名 〕〔,LP・:n〕 〔,TIME==n〕 〔,E

RR・ ・n〕〔,DATA瓢 デ ー タ名〕〔,MACROSTEP=n〕 〔,OU

TPUT=REMOTE〕

機 能:$FORTRANGOで コ ンパ イル 、結 合 を 済 ま したジョブ の 実 行 の み をす る。

パ ラ メー タの 説 明1

パ ラ メー タ

EBNAME=

実行形式プログ

ラム名

STARTPROG

RAM=実 行 開 始

プ ロ グ ラム 名

LP=n

記 入 し た と き

指定 した名前が実行形式プログラ

ムにつけ られる。

指定 した名前をもつプログラム 単

位から実行が開始される。

実 行 時 の 出 力ペ ー ジ数 をn枚 で打

切 る。nは ジ ョブ種 別 の 打 切 り以

下 で な い とい け な い。

省 略 し た と き

EXQTPRGMと な る。

PRG.MAINと な りFORT

RANの 主プログラム か ら実 行 が

併j始さ れ る。

ジ ョブ の トー タル の 出 力が 、 対 応

す る種 別 の 打切 り定 数 で 打 切 られ

る。



パ ラ メー タ

TIME=n

ERR=n

DATA

=デ ー タ 名

MACROSTEP

=n

OUTPUT=

REMOTE

記 入 し た と き

実 行 時 のCPU時 間 をn秒 で打 切 る。

nは ジ ョブ 種 別 の 打 切 り以 下 で な

い とい1ナな し・o

実 行 時 の エ ラー の個 数 がn1に な

っ た ら ジ ョブ は打 切 られ る。

磁 気 テ ー プ 、 大 記憶 にLIBEで

作 成 した デ ー タ名 を指 定 す る。 こ

の 時 カー ドか ら の デ ー タ は 入 力 で

き な い、,

$FORTRANGO

$GO

とい う2つ の マ ク ロ を同 一 ジ ョブ

内 で 複 数 個 使Jijす る時 異 っ た 番 号

(3桁 以 内)を 指 定 す る。

実行時のシステム出力装置が端末

となる。

省 略 し た と き

ジョブの トータルのCPU時 間が

対応する種別の打切 り定数で打切

られる。

n=50と な る。

空 とな る。

番号 は な に もつ か な い。

セ ン タの ラ イ ン プ リン タ とな る。

C1)利 川 者 が カー ドあ るい は フ ァ イル か ら コ ンパ イ ル したFORTRANで そ れ 以 外 に

FORTRANラ イブ ラ リ しか 使 川 しな い ジ ョブ の み

$FORTRANGOで や れ る。 効 率 が よ く、CPU時 間 も少 な くて す む 。

$GO

デー タ



②RUN

1 234 5

鐙

命 令

RUN

オ ペ ラ ン ド

(EBNAME=実 行 形 式プログラム 名 〕〔,HLE溝AME=專

用ファイル 名〕(,LP;轟 〕〔,TIME=n〕 〔,ERR=n)C,DATA=デ

ー タ名 〕〔
,MACROSTEP=n〕 〔,OUTPUT・REMOTE〕

機 能:こ の ステ ップ前 に作 成 した 実行 形 式プログラム の実 行 、 登 録 し たEBフ ァ イ ルの 実 行 形 式

プログラムの 実 行 をす る。

パ ラ メ ー タの 説 明

パ ラ メ ー タ

(注1)

EBNAME・:

実 行 形 式 プ ロ グ

ラム 名

C1)

FILENAME=

専 用ファイル 名

LP・=xx

TIME=n

ERR;n

DATA:

デ ー タ 名

記 入 し た と き

指定 した名前の実行形式プ灘グラム

の実行 をする。

登録 した導用ファイルの中でC1>

で指定 した実行形式プログラム の実

行 をす る。

実 行 時 の 出 力 ペ ー ジ 数 を 熱枚 で打 切

る。 鷺は その ジ ョブ 種 別 の 打 切 り以

下 で な い と い け な い。

実 行 時 のCPU時間 をn秒 で打 切 る。

nは そ の ジ ョブ積 別 の打 切 り以 下 で

な い と い け な い。

エ ラ ー の個 数 がnに な っ た らジ ョ ブ

を打 切 る。

磁 気 テ ー プ 、 大 記 憶 にLIBEで 作

成 した デ ー タ名 を指 定 す る。

こ の 時 に は カー ド入 力 は で き な い。

省 略 し た と き

EXQTPRGMと な る。

これ 以 前 の ス テ ップ で作 成 した実 行

形 式 プ ロ グ ラム の 実 行 をす る。

ジョブの トー一タ ルの 畠 力 が 対'応す る

種 別 の 打 切 り定 数 で打 切 られ る。

ジ ョブ の トー タル のCPU時間 が 対Ψ

応 す る種 別 の 打 切1冠定 数 で打 切 られ

る。

n:50と な る 。

空 とな る。



パ ラ メ ー タ

MACROSTEP

=n

OUTPUT

=REMOTE

記 入 し た と き

こ の マ ク ロ を ジ ョブ の 中 で複 数 個 指

定 す る時 異 っ な 番号(3桁)を 与 え

る。

実 行 時 の シ ステ ム 出 力装 置 が 端 末 と

な る。

省 略 し た と き

番 号 は な に も つ か な い。

セ ン タ の ラ イ ン プ リ ン タ と な る 。

(注1)LIEDのNAME文 で 与 え る 名 前 で な い とい け な い。

頭4文 字 がEXQTで 始 ま る38文 字 以 内 の 名 前

C1)例)$NO(EXQTIONと い う名 前 の プ ロ グ ラム を実 行 す る。)

$QJOB

$RUNEBNAME=EXQTION,FILENAME=QU,EB.00001

デ ー タ

$JEND

6.結 合編 集 、実 行 の た め の ジ ョブ制 御 マ ク ロ

LIEDRUN

1 2345678

/＼/＼Il
lJ11

9

$ LIEDRUN

オ ペ ラ ン ド

〔NOLIST〕 〔,LMAP〕 〔,EBNAME=実 行 形 式 プ ロ グラ ム

名 〕〔,STARTPROGRM=実 行 開 始 プ ロ グ ラム 名 〕〔,LP=

n〕〔,TIME=n〕 〔,ERR=n〕 〔,DATA=デ ー タ名 〕〔,MACR

OSTEP=n〕 〔,OUTPUT=REMOTE〕

機能:こ の制 御 マ ク ロ以 前 に作 成 され た相 対 形 式 プ ロ グ ラ ム を結 合 編 集 し、 さ ら に計 算 を行 な う

際 に使 用 す る デ ー タ を読 み込 ん で プ ロ グ ラム の実 行 を行 な う。



パ ラ メー タの 説 明:

パ ラ メ ー タ

NOLIST

LMAP

EBNAME・

実 行 形 式 プ ロ グ

ラム 名

STARTPROGR

A瓢=実 行 開 始

プ ロ グラ ム 名

LP=n

TIME=:n

EKR;R

DATA;

デ ー タ名

MACROSTEP

=議

OUTPUT

;REMOTE

記 入 し た と き

LIEDの リ ス ト も エ ラ ー メ ッ セ ー

ジ も 出 さ な い 。

作 成 さ れ た 実 行 形 式 プ ロ グ ラ ムの コ

ァ マ ップ の状 態 を出 す。

指定の名前の実行形式プログラムを

作成 し実行する。

指定 した名繭のプログラム 単位 よl/

実行 を開始 する。

実 行 時 の 出 力 ペ ー ジ数 をn枚 で 打 切

る。nは そ の 種 別 の打 切 り以 下 で な

い と い け な い。

実 行 時 のCPU時間 をn秒 で 打切 る

議は その 種 別 の 打 切 り以 下 で な い と

い け な い。

エ ラ ー の個 数 がn個 に な った ら ジw

ブ を打iJJる 。

磁 気 テー プ 、 大 記 憶 にLIBEで 作

成 したデ ー タ名 を指 定 す る。

この 時 に は カー ド入 力 は で き な い。

$LIEDRUNの 組合わせをジ

欝ブ中で複数個使用する時異った番

号(3桁 以内)を 与える。

LIED,実 行 時 の シ ステ ム 出 力 装

遣 が端 末 とな る。

省 略 し た と き

リ ス ト と エ ラ ー メ ッ セ ～ ジ を 出 す 。

コ ア マ ッ プ を 出 さ な い。

EXQTPRGMと な る。

PRG.MAINFORTRAN,ALGO

Lの 主 プ ロ グラ ム よ り実 行 さ れ る。

ジ ョブ の トー タル の 出 力 が対 応 す る

種 別 の 打切 り定 数 で 打 切 られ る。

ジ ョブ のi・一 タ ル のCPU時間 が 対

応 す る種 別 の 打 切 り定 数 で才∫甥 ら才し

る。

n=50と な る。

空 と な る。

番 号 は つ か な い 、,

セ ン タ の プ リ ン タ と な る 。



C1)ALGOLの 結 合 編 集 の ため の マ ク ロで あ る。

FORTRANで は FORTRANラ イ ブ ラ リ

SSL

、セ ン ター で 登 録 した ラ イブ ラ リ

を使 用 す る ジ ョブ を

結 合編 集 実 行 の ため の マ ク ロ で あ る。

7.カ ー ド出 力 、 紙 テー プ 入 力 、 プ ロ ッタ を使 用 す る ため の ジ ョ ブ制 御 マ ク ロ

①SYSPCH

12345678

命 令 オ ペ ラ ン ド

$SYSPCH〔OUTPUT=REMOTE〕

機能:出 力 と し て カ ー ドパ ン チ を出 させ る場 合 、 リモー トバ ッ チ で セ ンター と端 末 に 出 力 を振 り分

け る 時 に 使 用 す る。 カ ー ドパ ンチ を 出 させ る実 行 時 の デ ー タ カー ド と次 の制 御 文 の 間 に い

れ る。 デ ー タカ ー ドが な い 時 は実 行 の た め の制 御 文 と次 の 制 御 文 の 間 に 入れ る。

パ ラ メー タ説 明

パ ラ メー タ 記 入 し た と き 省 略 し た と き

リモ ー トバ ッチ で カー ドバ ンチ の 出 力 をす る。

OUTPUTWRITE(6,…)は セ ン ター へ

=REMOTEWRITE(7
,…)は 端 末 へ

出 力 す る。C1)

C1)リ モ ー トバ ッチ で 出 力 を振 り分 け る時 に 使 用 して下 さ い。

例)$NO…'

ソー ス プ ロ グラ ム

$LIEDRUNWRITE(6,…)は セ ン タの ラ イ ン プ リ ン タへ一
$SYSPCH$SYSPCH'OUTPUT=REMOTEWRITE(7,… 〉は端 末 へ 結 果 が

$JEND'で る

(注)WRITE(6,)もWRITE(7,)両 方REMOTEの 指 定 は で きな い。



WRITE(6,)をREMOTEと した時 に はSYSPCHは 使 え な い。

WRITE(7,)に よ1)モ ー トバ ッチ で カ ー ド出 力 は 出 せ な い。

②PTR

12345

命 令 オ ペ ラ ン ド

$PTRな し

機 能:FORTRAN実 行 時 の デ ー タ を紙 テー プ リー ダ よ1)与 え る。

紙 テ ー プ リー ダ を使 用 す る実 行 時 の デ ー タ カー ドと次 の制 御 文 の 問 に 入れ る。 デ ～ タ カー

ドが な い時 は実 行 の ため の制 御 文 と次 の制 御 文 の 間 に 入 れ る。

例)$NO

$QJOB

ソー ス プ ロ グ ラ ム

$LIEDRUN

-
$PTR

$JEND

(注)こ れ を使 用 す る ジ ョブ は特 殊 ジ ョブ で あ る。

③PLOTTER

123456789

命 令 才 ペ ラ ン ド

$PLOTTERな し

機 能:ALGOL,FORTRANでXYプ ロ ッタ を使 用 す る。XYプ ロ ッ タを使 用 す る実 行 時 の デ ー

タ カー ドと次 の 制 御 文 の 間 に い れ る。 デ ー タ カ ー ドが な い 時 は実 行 の ため の制 御 文 と次 の

制 御文 の 間 にいれ るo

(注)こ れ を使 用 す る ジ ョブ は特 殊ジョブ で あ る。

例 〉 デー タカ ー ドが あ り、$SYSPCN,$PTR,$PLSTTERも 入 れ る時

$NO

$QTOB



ソー ス プ ロ グ ラ ム

$LIEDRUN

-
$SYSPCH

$PTR

$PLOTTER

$JEND

8。FORTRAN,ALGOL中 間 書 込 み フ ァ イ ルの 利 用

F.WORK,A.WORK

1 2345678

$

ノ＼/翼ll
ljlj

〈言 事i吾の ジ貝文 守:〉・

WORK

オ ペ ラ ン ド

(UNITNO・RR〕 〔,RECORDSIZE・n〕 〔,TRACK=灘)

機能:FORTRAN,ALGOL実 行 時 中 問 書 き込 み フ ァ イ ル を定 義 す る。

フ ァ イ ル を使 用 す る実 行 時 の デ ー タ カー ドと次 の 制 御 文 の 間 に 入 れ る。

デ ー タ カ ー ドが な い場 合 は実 行 の た め の 制 御 文 と次 の制 御 文 の 間 に い れ る。

パ ラ メ ー タ

UNITNO

==nn

RECORDSIZE

=二 熱

TRACK

篇 轟

記 入 し た と き

使 用 す る装 置 機 番 を ゼ ロ を省 略 し な

い で 記 入す る。

ALGOLO1～17

但 し17はGET,PUT用

FORTRANo1～o4

08～99

1ブ ロ ックの'大 き さ をバ イ ト数 で記

す 。C1>

集 団 デ ィ ス クパ ッ クの トラ ッ ク数 を

指 定 す る。C2)

省 略 し た と き

省 略 で きな い。

1152ノ ぐイ ト

100ト ラ ッ ク



C1)バ イ ト数 の 計 算

語 数 ×9/2256W×9/2=1152

C2)1152バ イ1・の 時1には

1ト ラ ッ クに5ブ ロ ッ クは い る。

FORTRANでレコード の サ イ ズ を か え る場 合

制 御 文 のRECDSIZE;nで 指 定 す る と と もにFORTRANのOPTION文 でBUFFER=mを

指 定 して くだ さい。

RECDSIZE=64×m×9/2と してmを 計 算 し ます

省 略 す る とm=:4と な り ま す。

9.カ ー ド穿 孔 コー ド切り 換 え用 制御 文

12345678

$

命 令

CONV

オ ペ ラ ン ド

な し一
機 能:CONV… … この 制 御 文 に 続 くカ ー ドがIBMH型 カー ド穿 孔 機 で穿 孔 され て い る こ

と を示 す 。

NOCONV… … この 制 御 文 に続 くカー ドがIBMEL型 カー ド穿孔 機 で穿 孔 され て い る

こ とを示 す。 通 常 はNO一 文 が この機 能 を持 つ の で 不要 で あ る。

10。 ジ ョブの 終 り を示 す 制 御 文

JEND

123456

命 令 オ ペ ラ ン ド

$JENDな し

標 準 的 な ジ ョブ の カー ドデ ッ クの 構戒 法 に つ き ま して は 本 広 報 の 解 説 の欄 に角牟説 して お りま す。
"


